
  

 
  

 
 

 
 
 
 

 自宅を譲渡して損失が生じる場合 

Ｑ：自宅を譲渡するかどうかで迷っていま

す。譲渡すると損失が出るのですが、この損

失はどうなりますか？  

 

Ａ： 譲渡損失は、翌年以後３年間繰り越

して、他の所得と通算することができます。 

【解説】 

 平成13年１月１日から平成15年12月31日ま

での間に、所有期間が５年を超える居住用財

産を譲渡し、新たに一定の居住用財産を取得

した場合において、譲渡損失が発生したとき

は、一定の要件の下で、その損失はその年の

翌年以後３年内の各年分の他の所得と通算す

ることが認められています。 

 その要件とは、次のとおりです。 

1.譲渡する居住用財産が譲渡の年１月１日に

おいて所有期間が５年超であること。 

2.新たに居住用財産を買い換えること。 

3.譲渡した居住用財産につき、一定の住宅ロ

ーンが残っていること。 

4.買い換えた居住用財産につき、一定の住宅

ローンがあること。 

5.買い換えた居住用家屋の床面積が50㎡以上

であること。 

6.買換資産は、取得した年の翌年12月31日ま

でに譲渡者の居住の用に供する、又は供す

る見込みであること。 

ただし、前年又は前々年に居住用財産にか 

かる他の特例(3,000万円の特別控除や長期譲

渡所得の軽減税率など)の適用を受けている

場合や譲渡者の所得金額が3,000万円を超え

る年分は適用を受けることができません。 
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